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表紙の言葉
一(1896~ 1963 )の比較民俗観
私は、日本文化というものをアンパン文化と思っているので、すOアンパンというのは日本独特のもので、
あるが、簡は中国から、外側jのパンは西洋から由来したものが、それらの二つが日本で
に類のない妙なものをつくつているので、ありますOこうしたことは、言語に於いても文字に於いても言われ
るのであります。(中H培)
野菜なども七草以外のもので、日本国有のものが何種あるかというとまことに心細い話で、これは日本
原産だといって簡単に割り切れないもので、こうした問題を研究しようとしたのが私どもの立場でありま
す。
Ci文化財'についてJ昭和30年代の講演 著作集・第5巻 258頁)
わが国の魚、名には外来語と覚しきもののきわめて少ないこともその特徴の一つをなすもので、あろう。日
本語全体とその中の外来語との全関係はしばらくおき、民具等について見るに、民具そのものの文化
伝播とともに入り込んだ外来語と覚しきものは想像以ヒに多いようであるし、魚類以外の生物名にして
も外来語ーは相当に指摘できる。しかるに魚、名においてはたとえ指摘できたとしても豪々たるのみならず、
他の事物が多く漢字を用いて表示されつつしかも外来の漢音、呉音または片カナで訓まれて日本語化
してしまったのに比べると、魚、名においては、たとえ漢字を当てはめたとしてもその訓みは多く古来の日
本語を用いている点も注目すべきであろう。(中略)
このことは単に他の生物の称呼との比較のみならず他の一般社会事物に関する称呼と比べてみる
時、思いなかばに過ぎるものがあるであろう。ただし、非常に古く成立した日本の魚、名の構:造の中に周
囲民族の古語が取り入れられているかも知れないが、この点については将来学者の考究をまつほかな
いのでここには触れない。
u日本魚、名集覧j1943 著作集・第2巻 12頁)
第 1925図やまのかみ
“やまのかみ" 権浮敬三『日本魚名の研究.]1959より
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表紙:}!毛に乗る人・!駄PH石山寺縁起Jより(刊本常民生活絵引Jl3 平凡打:1984 225頁)
「第5期 IEL国際史詩学と口頭伝承研究講習会j参加記
私の最も好きな季節の秋、最も好きな都市、
北京で開催された「第5期 IELIJD際史詩学
と口頭伝承研究講習会J(於-中間社会科学院、
11月28・29El) に間期の黄溶泳さんと参加
した。 rj=lj主社会科学院・民族文学研究所主催
の本会は、アメリカ、フィンランドはじめ世
界の著名な民俗研究者が、共通テーマのもと
に共同して院生・若手研究者に講義をする試
みで、受講者には修了証が出される。神奈川
大学の大学院に入学し、はじめて民俗学に接
触した私にとって、民俗学の世界は日本の学
界のものばかりであった。ここで世界の民俗
学界の先生と話す機会を得、一緒に講習を受
けた中国の院生たちとの愉快なやりとりの中
で、 1=1=1雪国内はじめ諸外国の民俗学の現状を
ま1]ることができた。
現在の中国では、「与1寺倶進J(1寺代と共に
前進する)の言葉が流行している。二日間の
講習を受け、今日世界中で、民俗学研究も!時
代とともに前進していることを強く感じた。
人文科学である民俗学も、コンピュータ技術
との結合を深めている中で、多くの教授が自
身の砂f究におけるデジタル化、データ処理と
その活用を紹介した。中でも北京師範大学の
「仏教伝播とその影響jグループの発表は刺
激的であった。佐野先生は民具のデータベー
ス化の必要性について発表し、関心を集めた。
私自身も今夏、 2007年の能登大地震で被
害を受けた石川県輪島市の角海家の古文書と
-234 
民具調査に参加しその活動に学んでいたの
で、大変参考になった。数多くの民具が広大
な屋敷に置かれ、大小その種類もかかわらず、
すべての民具にラベルが貼られ、写真が取ら
れ、分類され、特徴が記載され、パソコンに
入力されていて、展示や研究にとって便利な
だけでなく、民具が大切に保存されていると
思った。この海辺の屋敷は生まれ変わったの
である。
一方、 1=1:1国は 5千年の控史、広大なIJD土と
多くの民族を有しているだけに、さまざまな
生活・生産具が多いが、その保存・調査研究
の状況は楽観的とは言えない。多くの民具が
消え逝くとともに、その記録が残されないた
めに後代の研究に多くの障害が生じると考え
られる。中国民俗学会の研究者もこの状況を
憂い、民具を救う仕事を始めた。日本で民俗
学を学ぶ中i耳出身の私は、中国の民具の研究
と保護に将来貢献し、仁j:1・日両国の民俗学界
に友誼の橋を架けようと思いを新たにした。
最後のi挽には、社会科学院の葉涛(世界宗
教研究所)、色音(民族研究所)雨先生、歴
史民俗資科学出身の北京大学の王京さんも交
え、 12]合院住宅を改築した食堂で伝統的な北
京料理をご馳走になった。民俗学を専攻する
私にとって刺激に満ち、充実した晩秋の北京
の二日間であった。(黄少i専・
神奈川大学歴史民俗資科学研究科前期課程)
二(比較民俗研究j投稿・入手連絡先 -e-o--o-e幸喜幸喜亭主主吾
次の箆所を連絡先とします。
日 本〒 221-8686 神奈川県横浜市神奈川広六角橋シ27-1
神奈川大学大学院歴史民俗資科学研究科佐野研究室
TEL.045-481-5661 (内線4022) FAX.045-413-4151 
韓 国 156-756 大韓民国ソウル特別市銅雀区黒石洞221
中央大学校大学院民俗学科任章赫研究室
TEL.02-820-5233 
中 国 10008中華人民共和国北京市海淀区中関村南大街27号
中国社会科学院民族学人類学研究所 色音研究室
s.hu981 @gmail.com 
台 湾 106 台湾台北市和平東路一段162号
台湾師範大学台湾史研究所察錦堂研究室
TEL. 02-7734-1481 tsainlin@seed.net.tw 
フやラジjレ 05508-900 A V.Prof. Lineu Prestes 159， Cidade Brasil 
サンパウロ大学 呂本文化研究所 森幸一研究室
TEL.55(11)3091-2426. kmori@usp.br 
a ・a・・ a・・-.・・----・・ a・------_.・ a・a ・a ・・----.01・-.‘---・--・ a ・..----_. ーー，・ ・・ ・・・・ ・ ・・・・・・・・ ・ ・ ・・・・・ - - _. --- _
圏 圏 圏 国
今年は溢津敬三没後50年。昨年は相i咽鶴男没後50年の年であった。民具、水産史
を軸に常民の暮らしの体系化を試みた泣津の人と学問が、本年9丹の思立民族学博物
館「屋根裏部屋の博物館Jの特別展はじめ、 11丹、百本民具学会「撞津敬三の民具
研究j、来年2014年3月、国際常民文化研究機構「泣津敬三の資科学jと題したシン
ポジウムの開催など、さまざまな側面から取り上げられる。庶民の日常生活を民具
や図絵・映像といった可視的資料から捉える焼津の民具学は、日常史の方法として
国際的にも注目されている。韓国では、 100年後に残す庶民資料として国立民俗博物
館が各地方毎、一軒の家の民具の悉皆調査を進めており、その成果はweb上で、見る
ことができる。民具は物であるだけに庶民の生活文化の比較には有効で、ある。民兵
名称の国際標準化、検索タグイヒも試みられている。比較民具研究の具体的成果に期
待するところ大である。
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